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標記奨学金を希望する方は以下の要領にしたがって、所定の期間内に手続きを行ってください。 

 
【出願日程および提出先・問い合わせ先】 

提出期間 

２０１６年４月１８日（月）・１９日（火）･２０日（水） 

９:３０～１１:３０ ・ １２:３０～１７:００ 

《 火曜日のみ １２：３０～１７:００ 》 

出願方法 
① 提出場所（下記）へ必要書類を持参 
② 郵送（簡易書留にて・当日(4/２０)消印有効） 

郵送先 

提出場所 

問合せ先 

法学研究科・社会学研究科 

国際関係研究科 

文学研究科・映像研究科 

応用人間科学研究科 

言語教育情報研究科 

先端総合学術研究科 

衣笠学生オフィス  

研心館２階 

〒603-8577 京都市北区等持院北町５６-１ 

立命館大学 衣笠学生オフィス  

大学院奨学金係 

℡：０７５-４６５-８１６８（直通） 

Fax：０７５-４６５-８１６９ 

経済学研究科 

スポーツ健康科学研究科 

理工学研究科・情報理工学研究科 

生命科学研究科・薬学研究科 

BKC 学生オフィス  

セントラルアーク１階 

〒525-8577滋賀県草津市野路東１-１-１ 

立命館大学 BKC学生オフィス  

大学院奨学金係 

℡：０７７-５６１-２８５４（直通） 

Fax：０７７-５６１-３９５４ 

政策科学研究科 

経営管理研究科 

経営学研究科 

テクノロジー・マネジメント研究科 

OIC学生オフィス 

A 棟１階 ＡＳ事務室内 

〒567-8570 大阪府茨木市岩倉町 2-150 

立命館大学 OIC 学生オフィス  

大学院奨学金係 

℡：０７２-６６５-２１３０（直通） 

Fax：０７２－６６５－２１３９ 

学生オフィス開室時間：土日祝日を除く 9:30～17:00、火曜日のみ 12:30～17:00 
                     （11:30～12:30は昼休みのため閉室） 

 
＊事情により提出書類がすべて揃わない場合は、別紙「出願票」に、不足している書類の提出予
定日を記載し、上記期間に出願を行ってください。その際、「出願票」・「スカラネット入力下書
き用紙」（記入済みのもの）は必ず上記期日に提出してください。 
＊就職活動等により窓口に提出できない場合は郵送で受付いたします。その場合は簡易書留で郵
送してください。（当日消印有効）。                        

【２０１６年度大学院 在学生 対象】  

日本学生支援機構大学院奨学金募集要項 
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【出願から採用まで】 
「平成 28度在学者用奨学金案内（大学院）『大学院に在学中の奨学金を希望する皆さんへ』」12頁参照   

①出願書類提出                               

提出された書類を確認した上で、書類提出と引き換えに下記②のインターネット 
による出願に必要なＩＤ・パスワードを交付します。 
 

※ 郵送で出願された方については、提出書類の点検を随時行った後、送付いただく返信用封筒にてこの「ＩＤ・

パスワード」を返送いたします。 

↓ 

②インターネットによる出願（この入力をもって出願が完了となります）    

 入力期日：ＩＤ･パスワード交付日～4月 28 日(木) 

期日   入力   場合 選考対象        

↓ 

大学による推薦候補者の選考 

↓ 

③推薦候補者発表  ※立命館大学が日本学生支援機構に推薦する候補者の発表         

2016 年 6 月 28 日(火)予定   CAMPUS WEBにて通知 

↓ 

日本学生支援機構へ推薦（推薦候補者のみ） 

↓ 

④採用決定・初回振込      4 月～7月の 4 ヶ月分が振り込まれます。   

2016 年 7月 11 日(月)       

↓ 

⑤採用説明会 

 2016 年 7 月中旬に開催します。 （土･日除く） 
 詳細は「③推薦候補者発表」時にお知らせします。 

↓ 

⑥ 返還誓約書提出 

 上記⑤の採用説明会で指定した期日までに提出がない場合、採用取消となり、
すでに振り込まれた金額の戻し入れが必要となります。 

↓ 

正式に採用が決定 
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Ⅰ．日本学生支援機構奨学金 制度概要 

同封（青色の冊子）の「平成 28年度在学者用 奨学金案内(大学院)『大学院に在学中の奨学金
を希望する皆さんへ』」日本学生支援機構発行（以下『奨学金案内』）を参照してください。 
 
Ⅱ．出願資格 
本学の大学院に在学する方。 
ただし以下の方はご注意ください（学生オフィスにご相談ください）。 
（1）標準修業年限を超えて在学する方は出願資格がありません。 

・修業年限には休学期間を含みません。 
（2）外国籍の方は下記該当者のみ出願できます。 
【在留資格：法定特別永住者・永住者・日本人の配偶者等・永住者の配偶者等・定住者】 
※既に他の大学院で全期間奨学金の貸与を受けて修了または退学した方で、その当該課程
（同一課程・専門職学位課程は前期・修士課程と同課程とみなします）に再入学した方も
出願可能となりました。別途書類が必要となりますので、該当する方はお問い合わせくだ
さい。 

 

Ⅲ．出願基準 

（1）学力基準：『奨学金案内』7頁を参照してください。 
 
（2）家計基準 
学生本人(既婚者は配偶者含む)の収入金額合計が、収入基準額以下であることが要件となりま
す。収入金額・収入基準額については『奨学金案内』7頁を参照してください。 

  ※収入計算書への記載が必要です。 
 
Ⅳ．選考基準 
研究科ごとの成績上位者を優先します。 

 
※学部における日本学生支援機構奨学金の出願基準および選考基準とは違います。 

  ※ 日本学生支援機構大学院奨学金「予約採用」（10月出願･12 月採用発表）で不採用もし
くは希望通りの採用とはならなかった方も、今回の「在学採用」に再度出願することがで

き、採用される場合があります。また、「予約採用」に出願していたことが今回の「在学採

用」の選考で不利になることもありません。 
 
Ⅴ．出願書類 
 

【全員提出】 

１ 

出願票 
 
・提出書類を確認し、チェックをしてください。 
・提出日に持参できない書類(不備書類)がある場合は提出できる日を記入してください。 
・提出期限までに全ての書類が提出できない場合も必ず「出願票」・「スカラネット入力下書
き用紙」（記入済みのもの）による出願を期日内に行ってください。 

２ 

記入済        入力下書き用紙（原紙）【用紙①】 
 
・『奨学金案内』に折り込んであります。 
・記入方法については、『奨学金案内』および後述の｢記入上の注意｣を確認してください。 
・出願時に確認後、返却します。返却した用紙をもとに入力していただきます。 
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３ 
上記２（記入済       入力下書き用紙）の全ページコピー 
 
・「スカラネット入力下書き用紙」記入後、コピーして提出してください。 

４ 

「【用紙②】収入計算書】」および「収入に関する証明書」 
 
※父母等からの給付がある場合は「【用紙②】収入計算書裏面の「★父母からの給付額」の欄
を記入し、給付額の証明を受けてください。 
※定職、アルバイト問わず、給与収入がある場合は、源泉徴収票（平成 27年度のもの）が証
憑として必要になります。アルバイトでそれが無い場合は直近の給与明細 6ヶ月分を（6ヶ
月分無い場合はある分だけ）証明書欄にホッチキス止めしてください。（いずれもコピー可） 
※収入の中で、以下の奨学金による貸与および給付に関しては、給付額の証明書は不要です。 
○ 日本学生支援機構奨学金 
○ 立命館大学独自奨学金 

 
詳しくは、『奨学金案内』（14頁）を確認してください。 

５ 

確認書（第一種・第二種）兼個人信用情報の取扱いに関する同意書 
 
・「第一種」と「第二種」の併用を希望する場合および「第一種」が不採用となった場合
「第二種」の採用を希望する場合は、第一種・第二種両方分を提出してください。 
・印鑑は朱肉を使って押印してください。（スタンプ印の使用は不可） 
・書き間違いは二重線で訂正し、押印してください。（修正液・修正テープ不可） 

 
６ 

指導教員推薦所見  ※併用希望者は２部必要 
 
・指導教員に所見ならびに自署・押印を学生本人が直接依頼してください。 
指導教員が不在など、やむを得ない事情がある場合は、代理の教員（研究科長・学系長など）
にお願いし、それでも難しい場合は出身大学（大学院）の教員に依頼するか、研究科事務室
へご相談ください。 
・指導教員が了解した場合のみ、直接学生オフィス窓口に提出いただいても結構です。 
・教員への依頼の際、別紙｢日本学生支援機構指導教員推薦所見の記入について（依頼）｣を渡
してください。 
・「第一種」と「第二種」の併用を希望する場合のみ 2 枚提出してください。 
その場合、所見用紙フォーマット（記入前）をコピーして使用ください。 
（注）指導教員の署名、捺印済みの推薦文そのもののコピーは不可です。 
 
※ 「指導教員推薦所見」を出願期日までに提出することが困難な場合は、4月 28 日(木)まで
に必ず所属キャンパス学生オフィス（朱雀は朱雀独立研究科事務室）へ提出してください。
その場合でも推薦所見以外の書類は、出願期日までに提出してください。 

【郵送出願者のみ提出】 

７ 

返信用封筒 
 
・長３型封筒 402円切手（簡易書留料金）を貼付し、住所・宛名を記入してください。 
・出願受付後にインターネット出願用の IDおよびパスワードを郵送します。 
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Ⅵ．奨学金の保証制度について 
 
 日本学生支援機構奨学金は貸与制の奨学金であるため、奨学金の申込の際に、下記(1)もしくは
(2)いずれかの保証制度を選択する必要があります。 
 保証には、(1) 人的保証制度 と(2) 機関保証制度 との２つがあり、奨学金の貸与を受ける本人
が選択します。どちらを選択した場合でも、奨学金の貸与を受けた本人が奨学金の返還の義務を

負うことに変わりありません。 
 なお、併願または併用貸与を希望する場合は、第一種奨学金と第二種奨学金との間で異なる保
証制度を選択することはできません。 
 
 詳細は、『奨学金案内』8頁～9頁で確認してください。 
 
（1）人的保証制度 
 
人的保証制度を選択した方は、「連帯保証人」と「保証人」どちらも貸与開始時に選任する必
要があります。申し込み時点で連帯保証人・保証人を選任できる見込みのない方は機関保証制
度を選択して出願してください。また、      入力下書き用紙記入 入力   前 必 連帯
保証人 保証人 承諾 得      さい。 
 
連帯保証人…原則として父母。父母がいない場合は配偶者を除く成人した 4親等以内の親族 

（兄弟姉妹、おじ、おば、いとこ等）。 
保 証 人…原則として本人および連帯保証人と別生計で、なおかつ成人した 4親等以内の親族 
     （やむを得ない場合を除き 65 歳以上の人は避けてください）。 

 
（2）機関保証制度 
 
連帯保証人および保証人を選任できない、または連帯保証人および保証人の年齢制限を超え
る場合は「機関保証制度」を選択し、出願してください。 
リーフレット「奨学金には機関保証制度のご利用を」を参考にしてください。 
※ 機関保証制度    人的保証制度   変更         注意      

 
 
Ⅶ．返還誓約書について 

 
「返還誓約書」は採用決定後すぐに採用者に交付され、定められた期限内に提出する必要があ
ります。期日までに提出がない場合、振込が停止され採用取消となり、既に振り込まれた奨学
金額を戻入する必要があります。 
  
（重要）人的保証制度を選択される方へ  
返還誓約書提出にあたり、それぞれの署名・押印、印鑑証明書等を提出していただくことと
なりますので、必 事前 貸与予定金額 保証 了解 得      期日までに所定の書類の提
出がない場合は、採用取り消しとなります。 

 
 
Ⅷ．推薦者発表と振込日（予定） 
 
（1）推薦候補者発表 
  6月 28日（火） 「CAMPUS WEB」にて全員に結果を通知 
 
（2）初回振込日 
  7月 11日（月） 通帳記帳の上、入金を確認してください。 
 
（3）採用説明会 7 月中旬 
  日時･場所は「（1）の結果通知時」にお知らせします。 
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Ⅸ．よくある質問  
 
Ｑ１：予約採用で第１希望を第一種奨学金、第２希望を第二種奨学金で出願していましたが、結

果として第二種奨学金が採用となりました。在学採用で第一種奨学金を再度出願すること

は可能ですか。 
Ａ１：再出願可能です。第一種奨学金と第二種奨学金を併給希望していて、第二種奨学金のみ採

用になった場合等も含めて、予約採用で希望どおりの採用とならなかった場合は再出願可
能です。ただし家計基準(『奨学金案内』7 頁)を満たしていない場合は不採用となります。 

 
 
Ｑ２：学部のときに日本学生支援機構奨学金を受給していましたが、父母年収が第一種奨学金の

家計基準を満たさなかったため、第二種奨学金での採用となりました。大学院も同じよう
に父母年収で選考されますか。 

Ａ２：いいえ。大学院生の家計基準は「本人および配偶者（配偶者は定職収入がある場合のみ）
の収入」をもとに選考します。学部のときに家計基準の関係で第二種奨学金しか採用にな
らなかった場合でも、大学院では第一種奨学金が採用となる場合がありますので、ぜひ第
一種奨学金に出願してください。詳細は『奨学金案内』7頁をご覧ください。 

 
 
Ｑ３：大学院の第一種奨学金には返還免除の制度があると聞きました。どのようなものですか。 
Ａ３：「特に優れた業績による返還免除制度」があります。大学院での研究活動等で優れた業績が

認められた場合は、貸与を受けた第一種奨学金の半額もしくは全額の返還が免除される制
度です。当該年度に第一種奨学金の貸与が終了する院生の約 3割が免除の対象となります
(2015年度実績)。貸与が終了する年度の 12月末ごろに募集開始します。（途中で貸与を辞
退した場合はその辞退した年度に申し込む必要があります。）なお、第二種奨学金には返還
免除制度はありません。 

 
 
Ｑ４：日本学生支援機構奨学金は、他の奨学金や助成金と併給することが可能ですか。 
Ａ４：可能です。立命館大学大学院育英奨学金、立命館大学大学院学内進学予約採用型奨学金等

との併給は可能です。ただし、併給しようとする他の奨学金や助成金が日本学生支援機構
奨学金との併給を不可としている場合があります（日本学術研究会特別研究員など）。ご自
身が受給している、もしくは受給予定の奨学金等を確認してください。 
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       入力下書 用紙    ※『奨学金案内』に折り込んであります。 
 

・本人の「住民票」を事前に用意し、氏名・住所が確認できるようにしておいてください。 

・修正できるように鉛筆書きで結構です。 
 

 ・「Ｄ-あなたの返還誓約書情報」について  
 
① 出願者本人の氏名および住所は、住民票 同一のものを記入してください。 
② Ｄ-(6)に記入するメールアドレスは、学内メールアドレス以外の（卒業後も使用する予定
の）アドレスを持っている場合は、そのアドレスを記入してください。 

 
 ・「Ｅ-奨学金申込情報」について  
 
 Ｅ-(ｂ)に関して『併用貸与が不採用なら「第一種」か「第二種」を希望する』場合は、(5)～
(7)を選択してください。 
※(4)は選択しないでください。(4)を選択している場合は、事務局にて(6)に変更します。 

 現在奨学金の貸与を受けている方は、いま受給している奨学生番号を記入すること。 
  ※2015 年秋に予約採用で採用となっている方(1回生)は、記入例の 816 06 999999を入力 
  
 「第一種」受給者は、「特 優  業績   返還免除 制度（受給金額 全部   一部    
返還を免除される制度）への申請が可能となります。積極的に「第一種」に出願してください。 
 
 ・「Ｆ－あなたの在学情報」について  
 
 ①「1.大学院」には、在籍する大学院の情報を記入してください。 
   学生証番号は、“－”（ハイフン）を入れずに 11 桁の番号を記入してください。 
 ②「(5)研究科の専攻コード」は記入不要です。 
 
 ・「Ｇ－奨学金貸与額情報」について  
 
 ①「2.第二種奨学金を希望する人は次のことに答えてください。」 
  「(2)あなたは何月分から貸与を希望しますか。」 
  「2016 年 4 月」を入力してください。他の年月を入力している場合は、事務局にて「2016 年
4 月」に変更します。 

 
 ・「Ｈ－あなたの履歴情報」について  
 
 ① 卒業または修了した大学・大学院名を記入してください。 
 
 ・「Ｉ－あなたの所得情報」について  
 
 ① 記入前に必ず「スカラネット入力下書き用紙記入・申込マニュアル」の該当ページを熟読

の上、該当する欄にのみ記入・入力を行ってください。 
 ② 支出額（年間生活費・授業料など）に見合った額を記入してください。 
 ③ 前年および本年見込額が「0円」とならないよう注意してください。 
 ④ ＴＡはアルバイトに、助手・ＲＡは定職に入れてください。 
 ⑤ 定職に就いていたり、週当たり 21 時間以上のアルバイトをしている場合は、「指導教員 推

薦所見」に研究に支障がないことを明記してもらう必要があります。 
 ⑥ 家計基準（第一種･第二種･入学時特別増額貸与）の収入額は、当該記入欄に記載された 
   年額を合計した金額（定職～その他の収入・前年もしくは本年度見込み）です。学部時代

の父母収入ではありません。 
以上 

《 記入上の注意 》 



記入上の注意および記入例

※　記入例の内容に整合性はありません

住民票記載の氏名を記入
学生証番号のハイフン”-”を抜いて、11桁の数字を記入

61234567890立命　花子 入力不要

書類出願時にお知らせします。

記入例



記入不要（スカラネット入力日を入力）

立命　　　　花子

リツメイ　　ハナコ

平成　３　　 １　　 １

603   8577
京都市北区等持院北町
56-1

077　　123　　4567　
090　　1234　 4567　



人的保証を選択する方は、「奨学金案内」等を確認のうえ、
連絡保証人・保証人を選任し、以下の項目に入力する前に
必ずご本人の承諾を得てください。

機
関
保
証
に
加
入
の
場
合
は
記
入
不
要

立命　　　　一郎
リツメイ　　イチロウ

昭和　43　　 1　　 1

525　　8577
父

滋賀県草津市野路東
1-1-1

077　　123　　4567　

090　　1234　 4567　
株式会社○○○○　
077　　321　　7654　

朱雀　　　三郎
スザク　　サブロウ

昭和　46　　 1　　 1

603 　8520
京都市中京区西ノ京朱雀町
1-1-1

090　　1234　 4567　

075　　123　　4567　

075　　345　　8765　

△△△△株式会社　

叔父



機関保証の場合、記入必要



「第一種」受給者は、「特に優れた業績による返還免除」制度（受給金額の全部または一部の返還を免除される制度）への申請が可能です。
また、学部時代の選考基準とは違いますので、学部時代に「第一種」に採用されなかった場合でも大学院では「第一種」に採用される場合が
あります。積極的に「第一種」に出願することをお勧めします。

希望するものを１つ選択してください。

予約採用の奨学生番号は決定して
いないのでダミーの番号
（例　614　06　999999）を入力

予
約
採
用
候
補
者

要
確
認

予約採用の奨学生番号は決定して
いないのでダミーの番号
（例　614　06　999999）を入力

(4)は選択しないでください。
選択されている場合は、(6)に
変更します。

併用貸与：第一種･第二種両方を受給すること

×

大学院で受給している日本学生支援機構大学院奨学金のことです。
※学部時代に受給していた奨学金ではありません。

学生証番号のハイフン”-”を抜いて、11桁の数字で記入してください。

61234567890

立命館

博士課程前期課程
理工学研究科

1

博士課程前期課程・修士課程
博士課程後期課程・一貫制博士課程
専門職学位課程のいずれかを選択

2016　　4

2018　　3
2　　0



「2016年4月」で入力してください。
他の年月を入力している場合は、
事務局で「2016年4月」に変更します。

2015　　4

入学時特別増額貸与奨学金を希望する場合は、下記のどちらかにあてはまる必要があります。
(1)「I-あなたの所得情報」年収金額が120万円以下であること
(2)上記の金額が120万円以上であれば、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」を申請したが
　　利用できなかったという申請書（所定様式）が必要です。
※「奨学金案内」22頁および日本学生支援機構ホームページで確認のこと



2016　　　3　　立命館大学



年収合計額が収入基準額（「奨学金案内」p.7参照）
を超過する場合は、出願できません。

原則として地方公共団体が作成する
東日本大震災による罹災証明書が
提出できる方です。（本人・父母等）
事務局にご相談ください。



「半角英数字」・「半角カナ文字」は使用できません。
数字・記号を含め、全角文字で入力してください。

書類提出時には、
「Ｊ-あなたの研究情報」・「Ｋ-家庭事情情報」
の記入は必須ではありません。
　　↓
ただし、書類出願後のスカラネット入力時には、入力の
必要がありますので、入力内容を準備しておいてください。
（考えながらの入力はタイムアップし、最初からの入力と
なる場合があります。）



口座名義は、申込者（学生）本人の名義の普通預金口座です。
住民票の氏名と同一か確認し、異なる場合は当該金融機関で
適宜手続き（氏名変更等）をおこなってください。



× × ×

***** ********

**********

10-7
162-8412



記入不要

書類出願時は、記入済スカラネット入力下書き
用紙を全ページコピーの上、原紙とコピーの両方を
提出してください。
（出願時に記載内容を確認後、原紙返却→入力）


